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町民一人当たり約52万円使ったニとになります 12月号
町民のうごき

¥ 

戸、
 

世帯数  1，980 人口 男 3，658 女 3，914 計 7，572(平成 3年 10月31日現在)


出生男  3女 3計 6 死 亡 男  0女 2計 2 転入男  1女 0計 1 転 出 男  10女 9計 19(平成 3年 10月中)


広報かつうら 12月号  =258・平成 3年 12月 1日発行 編集と発行勝浦町総務課 でんわ (08854) 2 -2511附


MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
平成2年度
勝浦町が使ったお金は39億3169万円です

MUS04
テキストボックス
町民のうごき



第258号� カ込� Jコ つ ら 平成� 3年12月� l日� (2) 

A
l

¥， 

79.9% 

地方交付税� 

1.478.795千円� 

(36.8%) 

依存財源� 

歳入総額④� 4，022，449(前年度 3，245，946)

歳出総額⑮� 3，931.691(前年度 3，175，588)

決算公表V
普
通
会
計
収
支
の
状
況

(単価千円) 

90，758 

29，708 

歳入歳出差引額(④ー⑮)@

翌年度へ繰越すべき財源⑮

決
算
規
模

61，050実質収支(@一⑬)

自主財源� 
20.1% 

入

地方債� 
711.941千円� 

(17.7%) 

県支出金� 

515.069千円� 

(12.8%) 

(100.0%) 

、~ 教育費� 

590.337千円� 

(15.0%) 

民生費� 

388.208千円� 

(9.9%) 

土木費� 

554.100千円� 

(14.1%) 

農林水産業費� 

912，207千円� 

(23.2%) 

歳 出

平
成
こ
ま
は
の
決
算
頒
は
、
次


の
と
お
り
で
す
。


消防費� 29.758千円� (0.8%)

労働費 l.115千円� (0.0%) 

商工費 19.596千円� (0.5%) 

議会費 66.561千円� (1.7%)

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
決算公表
平成2年度勝浦町普通会計
39億円の使いみち



J(3) 平成� 3年� 12月� 1日� カミ コ
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V
地
方
債
残
高
推
移 

二
年
度
末

元
年
度
末

臼
年
度
末

位
年
度
末

引
年
度
末
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つ� ら 第� 258号

な
っ
た
こ
と
な
ど
に
よ
る
も
の
で

す
。 こ

れ
を 
4

剛
年
度
と
比
較
す
る
と
、

歳
入
は
、
二
三

・
九
%
の
増
加
と

な
っ
て
お
り
、
一
方
歳
出
は
、

一
八・

一
%
の
増
加
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
決
算
規
模
と
な
っ

た
の
は
、
歳
入
に
お
い
て
は
、
国

県
支
出
金
が
大
幅
な
伸
び
を
示
し

た
こ
と
に
よ
り
ま
す
。

ま
た
、
歳
出
に
お
い
て
は
、
投

資
的
経
費
が
四
九
・

六
%
の
増
と

2
財
政
構
造

-
八
番
費
比
率

公
債
費
の
負
担
割
合
を
一示
す
公

債
費
比
率
は
、
地
方
譲
与
税
1

利

子
割
交
付
金
等
の

一
般
財
源
が
増

加
し
た
結
果

二

・
九
%
(
債
務

負
担
行
為
を
含
む
公
債
費
比
率
は

一三

・
七
%)
と
な
っ
て
い
ま
す
0

.
経
常
盤
差
率

財
政
構
造
の
弾
力
性
を
示
す
指

数
で
あ
る
経
常
収
支
比
率 

(経
常

一
般
財
源
に
占
め
る
経
常
経
費
に

充
当
し
た

一
般
財
源
の
割
合
)
は

六
五

・
五
%
(
内
投
資
的
経
費
は

一
九
・
五
%
)
と
な
っ
て
い
ま
す
。

...生比奈小学校体育館

簡易保険融資施設

平成� 2年度に， 簡易保険の積立

金から融資を受けた主な施設は，

次のとおりです。

O生比奈小学校体育館� 

O農村環境改善センタ-

O石原公営住宅� 

O東部広域農道 ほか� 

e 

40億

， 

， 
， 

， 

， 
， 

' ' 
. 
2' 
， 

‘-，-，-，.句.._._._._._.-‘-'-'-'-'-、_..‘‘._

.‘ー・ー、ーーー・.-、.、ー・・・・・・ー・ー・ー・・ーー・・・ー‘ー、・ー・・・・・・・・ーーーーー・・ー‘・・・ー・・・ー._.-司.、ーー・‘ー・‘』・

企石原公営住宅

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
主な事業



ザコ第258号 -IJゐ� つ ら 平成� 3年12月� 1日 (4) 

法
務
大
臣
か
ら

感
吋
謝

状
和

(
石

原
)

松

下

(
久
国
)

市
原
千
代
野
さ
ん

農
林
水
産
大
臣
か
ら
感
謝
状 

農
業
行
政
の
基
礎
資
料
の
提
供

ゃ
、
啓
蒙
普
及
に
努
力
を
さ
れ
、

一
層
の
ご
活
躍
を
お
祈

大
き
な
貢
献
が
あ
っ
た
と
し
て
、

松
下
和
夫
さ
ん
(
石
原
)
に
、
こ

の
ほ
ど
農
林
水
産
大
臣
の
感
謝
状

が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

松
下
さ
ん
は
二

一十
年
の
長
き

に
わ
た
り
、
農
家
経
済
調
査
調
査

員
と
し
て
地
道
な
活
動
を
さ
れ
て

い
ま
す
。

夫今
回
の
受
彰
を
お
よ
ろ
こ
び
申

し
上
げ
、

り
し
ま
す
。 

こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

ほ
ど
う
れ
て

坂
本
小
六
年

末
広
和
也
く
ん 

-
入
選
句

坂
本
小
六
年

末
広
直
子
さ
ん

わ
た
り
、
整
奉
仕
の
精
神 

も
っ

て
犯
罪
者
の
墜
普
更
生
と
地
域
社

会
の
浄
化
に
尽
く
さ
れ
た
、
久
国

の
市
原
千
代
野
さ
ん
に
法
務
大
臣

か
ら
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

市
原
さ
ん
の
ご
苦
労
に
感
謝
す

る
と
と
も
に
今
後
も
、
お
元
気
で

町
民
の
た
め
に
ご
活
躍
さ
れ
る
こ

と
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。 9v

こ
の
ほ
ど
、
徳
島
県
教
育
委
員

会
か
ら
、
児
童
会
、
生
徒
会
活
動

v 
γ 

+ 
γ 
γ 

γ 
γ 
γ 
γ 
γ 

+ 

Y 
γ 

+ 
γ 
γ 

T
γ 

藍


青
お
め
で
と
う
“
こ
ざ
い
ま
す

賞
生比奈IJ、六年
γ 
γ 

+ 
山口崇〈ん

受

賞


γ 
γ 

γ 

-
秀
逸
句

+ 

+ 
v 
+ 

f

γ 
γ 

γ 
γ 

γ 

: 
γ 

+ 
T
γ 

f
γ 

γ 
γ 
γ 

+ 
T 

+ 
f 
l 

v 
v 
v 
T 
l 
v 
÷、r 
γ 

+
+ 
v 

及
び
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
積
極

的
に
取
り
組
み
、
そ
の
す
ば
ら
し

γ 
γ 

γ 
γ 

ま
つ
り
・

0
句
の
密
宮
中
か
ら
、
坂
本
小
学
校
の
二
人
が
め
で
た
く
入
賞
さ

そ
の
作
品
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

こ
の
ほ
ど
二
茶
ま
つ
り
委
員
会
主
催
に
よ
る
「
平
成
三
年
度

一
茶

全
国
小
中
学
辻
詐
句
大
会
」
に
お
い
て
、
一
干
一
万
四
、
0
0 

勝浦中一年

田中宏美さ ん

保
護
司
と
し
て
三
十
五
年
間
に

さ
ん

U 

を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

山
口
君
は
、
児
童
会
活
動
、
全

校
美
化
運
動
を
は
じ
め
、
敬
老
訪

問
や
交
通
安
全
面
で
の
努
力
が
特

に
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

田
中
さ
ん
は
、
校
内
奉
仕
活
動

に
率
先
し
て
取
り
組
み
、
ま
た
、

休
日
に
は
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
を
訪
問
し
、
老
人
の
介
護
ポ
ラ

ソ
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
が
認
め
ら
れ

受
賞
さ
れ
ま
し
た
。 

れ
、
去
る
十

一
月
二
十
三
日
、
大
会
差
員
長
か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

帰
り
道
批
把
が
ま
ぶ
し
い

¥d 

い
活
動
が
認
め
ら
れ
「
藍
車
昼 
E

批
把
う
れ
て
黄
色
い
味
が

落
ち
そ
う
だ

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
法務大臣から感謝状

MUS04
テキストボックス
小林一茶まつり
全国小・中学生俳句大会入賞おめでとうございます



(5) 平成� 3年12月� l日 カ込 ずご〉 つ ら 第258号

情

報

処

理

室

(電
算
室 
)

和室

大会 議室�  

i作業室� T Il i H1111 事卜J| ヲ貨~
..
 l111m 
 1手又Aパ� 

次場~ 
監査

一¥

の増
築第� l l! 第� 2室下� I議貝口tエ主主h 凸 一一一一ー

会議室 会議 配� t:置』
伴

議長 室

一 」ー
図い
の
よ
司、

参事� [ _unl 

口哲

•
t目11i111 

E E  i口日程

フ

変
わ

ま
し
た� 

r¥ 

合� 
※� 4・は出入口です

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
役場増築に伴い
次の配置図のように変わりました



十
一
月
三
日
(
文
化
の
日
)
、
恒

例
の
町
民
体
育
祭
が
行
わ
れ
ま
し

た。
開
会
式
の
中
で
震
が
行
わ
れ
、

ス
ポ
ー
ツ
面
で
活
躍
さ
れ
た
方
に

対
し
、
勝
浦
町
長
及
び
教
育
委
員

会
か
ら
表
彰
状
と
記
念
品
が
授
与

さ
れ
ま
し
た
。

秋
晴
れ
で
絶
好
の
ス
ポ
ー
ツ
日

和
の
中
、
町
民
の
み
な
さ
ん
が
そ

れ
ぞ
れ
の
競
技
に
参
加
、
さ
わ
や

か
な
汗
を
流
し
、
楽
し
い

一
日
を

過
ご
し
ま
し
た
。

ご
協
力
く
だ
さ
い
ま
し
た
区
長

会
、
各
種
団
体
及
び
関
係
各
伎
の

皆
様
に
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま

寸
JO表

彰
さ
れ
た
方
々
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。

。
勝
浦
町
長
表
彰

(
敬
省
略
)

定
作
義
宏
(
横
瀬
)

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
(
国
体
出
場
)

谷
本
仁
美
(
横
瀬
)

剣
道
(
国
体
出
場
)

教
育
奮
貝
会
表
彰

o
松
田
友
和
(
久
国
)
相
撲

(
四
国
中
学
校
総
合
体
育
大
会
)

青
年
会
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

(
青
年
大
会
全
国
大
会
出
場
)

生
比
奈
ス
ポ
ー
ツ
団
(
野
球
)

(
誓
童
野
球
四
国
大
会
出
場
)

企
お
ま
わ
り
さ
ん
も

が
ん
ば
り
ま
し
た

民体 第


ノノ~ワレヴf;.:z.

¥ー 

a
F

-
h占

れ

)

一
入
す

思

一
玉
で

一
白
製

一赤
手

』
の
お
�
 

-
ん
は

島-
さ
玉

な

(

-
み

ぷ-
会の

�
 

r

一
人老企

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ



ス
ポ
ー
ツ
面
で
活
躍
さ
れ
た
方
が 

4
表
彰
さ
れ
ま
し
た

81固

~スポーヴマ

心也体也
、� 

V楽しいプログラムがたく� 8んラムネ飲み競争、I<-...r

『¥� 

も亀号

f¥ 

4
老
人
会

熱
い
声
援
を
受
け
て
力
い
っ
ぱ
い
走
り
ま
し
た

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ



第258号 ァう込 tコ つ� ら 平成 3年12月 1日 (8) 

映
画
鑑
賞
ゃ
、
ロ
ビ
l
他
各
室
に

受
通
安
全
教
室
実
施

十

一
月
十
五
日
勝
浦
自
動
車
教

習
所
で
、
高
齢
者
の
方
を
対
象
に
、

自
転
車
・
二
輸
車
の
正
し
い
乗
り

方
、
走
行
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て

小
松
島
警
察
署
交
通
課
長
か
ら
指

導
を
う
け
ま
し
た
。

そ
の
あ
と
、
正
し
い
技
能
を
身

に
つ
け
る
た
め
、
安
全
な
走
行
に

つ
い
て
の
実
華
麗
技
を
行
っ
た
結

果
、
次
の
方
が
安
全
運
転
優
良
者

山
西
地
区

・
自
転
車
の
部

沼
江
地
区

山
西
地
区

棚
野
地
区

中
山
地
区

中
山
地
区

堤原北 倉松高

企コース説明

「
思
い
や
り
の
心
に
あ
ふ
れ
す

べ
て
の
町
民
が
健
康
で
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
町
づ
く
り
の
た
め
に
」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
福
祉
関
係
は

じ
め
各
種
団
体
の
協
賛
の
も
と
に
、

さ
る
十

一
月
九
日
、
農
村
環
境
改

善
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
福
祉
・健

康
ま
つ
り
を
開
催
し
ま
し
た
。

本
年
度
は
特
に
、
福
祉
と
健
康

に
つ
い
て
考
え
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分

野
で
の
活
動
の
充
実
と
強
化
を
図

る
た
め
、
従
来
実
施
し
て
い
る
社

会
福
祉
大
会
と
健
康
づ
く
り
大
会

を
合
わ
せ
て
開
催
し
、
四
百
名
余

り
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

当
同
代
大
ホ
l
ル
会
場
で
は
オ
ー

プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
と
し
て
横

瀬
小
学
校
児
童
の
鼓
笛
隊
演
奏
で

始
ま
り
、
福
祉
功
労
者
の
方
々
の

表
彰
式
が
行
わ
れ
、
次
に
「
仕
事
ば

か
り
で
は
人
生
は
つ
ま
ら
な
い
」

と
題
し
た
落
語
家
の
柳
家
小
匝
治

先
生
の
語
り
と
落
語
を
楽
し
み
ま

し
た
。

ま
た
老
人
介
護
を
題
材
と
し
た

は
、
協
賛
コ
ー
ナ
ー
と
し
て
健
康

に
選
ば
れ
ま
し
た

0

・
二
輪
車
の
部

(自転車)企真剣!な面持ちで実技を行い ました'Y� (二輪車)

相
談
、
パ
ネ
ル
展
示
、
福
祉
介
護

機
器
展
示
を
も
う
け
、
福
祉
と
健

康
へ
の
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

表
彰
状
及
び
感
謝
状
を
受
け
ら

れ
た
方
々
は
次
頁
の
と
お
り
で
す
。

'--

¥、ー'

(
敬
称
略
)

一
夫

田 内 橋本橋

正
雄清

繁一
伝
士
口

熊

一

.入賞者の方には交通課長から

表彰されました

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
福祉健康まつり

MUS04
テキストボックス
交通安全教室実施



カ込 ザコ(9) 平成  3年12月 1日 

一ー、、

F¥ 

つ ら 第258号

大
井

美
馬

瀧
口

純
川

下
村

企老人介護功労表彰を受けとる

貞問一弥〈ん(横小  6) 

企オープ二ングは横瀬小学校児童による鼓笛隊演奏

恒 重 良
雄子 一定 儀

老老社社社

人人協協協

福福役役役

祉祉 員員員

表
彰
状
及
び
感
謝
状
を

受
け
ら
れ
た
方
は

次
の
方
々
て
す

女
勝
浦
町
長
表
彰
状 

(敬
称
略
)

平
井
力
(
民
生
児
童
委
員
)

貞
岡

一
弥
(
老
人
介
護
)

中
西
三
十
三
(
老
人
介
護
)

大
本
良
子
(
老
人
介
護
)

中
井
次
雄
(
三
年
無
診
療
)

平

岡

恒
雄
(
三
年
無
診
療
)

美
馬

弘
(
三
年
無
診
療
)

星

谷

愛

育

班

(

衛

生

)

女
種
浦
町
社
会
福
祉
協
議
含
女

表
髭
状

大
西
久
雄
(
老
人
福
祉
)

大
井
キ
ヌ
ヱ
(
老

人

福

祉 
)

宮
下
シ
ナ
エ
(
身
障
福
祉
)

森
上
贋
美
(
身
障
福
祉
)

島
村
正
雄
(
身

障

福

祉 

)

鹿
瀬
ヒ
サ
ヱ
(
身
障
福

祉
)

津

野

源

二
身

障

福

祉

)

稼
勢
ハ
マ
ヱ
(
母
子
福
祉
)

細
谷
サ
キ
エ
(
母
子
福
祉
)

鈴
本
好
男
(
父
子
福
祉
)

岡
シ
ズ
ヱ
(
自
立
更
生
)

勝

本

綾

子
(
自
立
更
生
)

新
居
美
代
子
(
自
立
更
生
)

松
平
タ
ツ
ノ
(
自
立
更
生
)

女
勝
浦
町
社
会
福
祉
協
議
会
長

感
謝
状

石
田
タ
カ
ミ
(
歳
末
募
金
)

山
下
畳
蕎
(
歳
末
募
金
)

植
野
定
男
(
歳
末
募
金
)

勝
谷
五
人
乃
(
歳
末
募
金
)

高

橋

肇

(

歳

末

訪

問

)

美
馬

利
己
(
歳
末
訪

問
)

久
保
定
雄
(
歳
末
訪

問
)

大

井

儀

(

善

意

銀

行

)

阿
部
美
智
雄
(
善
意
銀
行
)

今
川

昇

(
善
意
銀
行
)

谷

敏

治

(

善

意

銀

行

)

古
井
義
浩
(
善
意
銀
行
)

前
田
静
夫
(
善
意
銀
行
)

片
山
豊
子
(
善
意
銀
行
)

岡
本
静
夫
(
善
意
銀
行
)

野

上

敏

二

善

意

銀

行

)

藤

本

忠

(
善
意
銀
行
)

敏
鎌
謙
次
(
善
意

銀

行
)

鴻
本
満
雄
(
善
意
銀
行
)

光
井
雅
己
(
善
意
銀
行
)

藤

野

県

一
(
善
意

銀

行
)

チ 

ム
百
六
十
人
が
参

加
、
平
成
五
年
に
徳
島

県
脇
町
で
行
わ
れ
る
四

十
八
国
体
デ
モ
ン
ス
ト

レ
ー
シ
ョ
ン
ス
ポ
ー
ツ

戸
量
に
向
け
て
力
い

っ

ぱ
い
引
金
、
合
い
ま
し
た
。

結
果
は
次
の
と
お
り

で
す
。

(
男
子
の
態

。
優

勝

棚
野
第
五
軍
団

。
準
息
藤

キ
タ
ジ
マ
ク
ラ
フ

(
女
子
の
態

。
優

勝
棚
野
女
子
有
志
会

。
準
侮
腸

レ
イ
ン
ボ
ー
ク
ラ
ブ

ホ
ヴ
ト
恕
話
題
を


お
寄
せ
く
だ
ホ


固勝浦町綱引大会7|第 
み
な
さ
ん
の
身
近
な
話
題
を
「
広
報
か
つ
う
ら
」

で
紹
介
し
た
い

と
思
い
ま
す
。


行
事
・
ホ
ッ
ト
な
話
題
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
役
場
総
務
課

・
広
報


係
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。


ま
た
、
「
み
ん
な
の
健
康
」
の
コ
ー
ナ
ー
に
赤
ち
ゃ
ん
の
写
真
を
載


せ
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
希
望
さ
れ
る
方
は
写
真
を
送
付
い
た
だ


く
か
、
連
絡
い
た
だ
け
れ
ば
撮
り
に
伺
い
ま
す
。

l

V

労
者
体
育
館
で
開
催
さ

れ
た
大
会
に
は
、
十
二

十

一
月
十
七
日
、
勤

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
ホットな話題をお寄せください
第7回勝浦町綱引大会
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l

国
立
競
技
場
を
中
心
に
行
わ
れ
ま

し
た
第
四
十
回
記
今
芯
4

国
青
年
大

会
で
、
勝
浦
町
青
年
会
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
部
が
見
事
全
国
第
五
位
に
輝
き

ま
し
た
。

青
年
会
バ
レ 

部
は
、
昨
年
度

結
成
一
年
自
に
し
て
県
予
選
第
三

位
と
な
り
、
あ
と

一
歩
と
い
う
と

こ
ろ
で
、
悔
し
涙
を
味
わ
い
ま
し

た
。
今
年
は
そ
の
経
験
を
パ
ネ
に

毎
週
三
回
の
練
習
を
行
い
、

一
年

~ ~ ~ ~・
一一 一-

E41露呈E互理
 
め

ゆ
2122 

挫生
212413 

砂地
2122 

主
211625

襲
撃 君日産

栄光をたたえマ

第'
A イ位立 

思子パレ 

i応患か告勝渚渚.唱苛i1斉tJf4会ト

たゆまざ与芳J悦活動の鼠来が

ここに支を結んだことそ走t川村

賞持  Jをおく%t寸
今 aの誇");を拘tζ耳司自制色，封民秘会

事警Jlのためよi)\{、司ぞうの特進~

期待じます

全
国
大
会
第

5
位

ザ@
 

ミ 

カ
ル
がく 

2
1
U

T

3MM

や
っ
  

青
年
会
で
は
、
来
年
の
二
月
に
テ
レ
ビ
新
聞
等
で
も
お
な
じ
み
の

「
劇
団
ふ
る
さ
と
き
ゃ
ら
ば
ん
」
を
迎
え
て
、
コ
メ
デ
ィ
ー
風
ミ
ュ

ー

ジ
カ
ル
『
ム
ラ
は 
3

・3
・7
拍
子
』
の
上
演
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

カ
所
の
町
や
村
で
公
演
し
て
い
る

O
O

こ
の
劇
団
は
、
全
国
約
五

だ
け
で
な
く
、
ア
メ
リ
カ
や
次
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
地
バ
ル
セ
ロ

ナ
へ
も
招
待
八
ム
演
が
決
ま
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。
そ
し
て
こ
の
ミ
ュ
ー

ジ
カ
ル
は
、
田
舎
の
人
々
の
か
か
え
る
悩
み
や
直
面
す
る
過
疎
の
問

題
、
田
舎
な
ら
で
は
の
良
さ
な
ど
を
十
分
取
り
入
れ
た
、
歌
あ
り
、

お
笑
い
あ
り
の
楽
し
い
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
で
す
。

多
く
の
町
民
が
集
ま
る
こ
と
の
少
な
い
最
近
で
す
が
、
こ
の
機
会

に
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
『
ム
ラ
は 
3

・3
・7
拍
子
』
で
、
町
民
み
ん
な

が
楽
し
み

一
つ
に
な
っ
て
み
ま
せ
ん
か
?

日
程
等
詳
し
く
は
、
後
日
チ
ラ
シ
等
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※
お
問
い
合
わ
せ

役
場
内
青
年
会
事
務
局
(
宮
一
丁
二
五
一
一
)

青
年
会
バ
レ 

部

I

企青年会バレ一部のみなさん

去
る
十
一
月
八
日
か
ら
東
京
都

間
頑
張
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
努

力
が
報
わ
れ
、
今
回
の
全
国
大
会

出
場
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

全
国
大
会
の
開
会
式
で
周
り
を

見
る
と
、
勝
浦
チ 

ム
は
参
/
加
四

ム
中
最
主
円
の
低
い
チ
ー

l

l

十
五
チ

ム
で
し
た
。
し
か
し
、
そ
こ
は
勝

浦
っ
子
。
「

一
年
間
の
成
果
を
見
せ

る
ん
だ
。
応
援
し
て
く
だ
さ
っ
た

皆
様
の
声
を
忘
れ
る
な
」
を
合
い

言
葉
に
、
大
き
な
声
を
出
し
て
気

力
を
充
実
さ
せ
、
実
力
以
上
の
力

を
発
揮
し
て
、

一
戦

一
戦
勝
ち
進

み
ま
し
た
。

l
そ
の
結
果
、
準
々
決
勝
で
破
れ

は
し
た
も
の
の
、
全
国
第
五
位
/

部
員
は
、
「
来
年
こ
そ
は
全

ム
語
動
に
期
待
し
た
い
も
の
で
す
。

一

車
豆
ヰ
会
々
長
は
次
の
よ
う
に
話
…

さ
れ
ま
し
た
。
「
全
国
青
年
大
会
出

一

場
に
あ
た
り
今
勢
の
方
か
ら
ご
支
一

援
ご
協
力
い
た
だ
き
、
ま
た
町
民
一

の
皆
様
に
ご
声
援
い
た
だ
き
ま
し
い

て
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
一

し
た
。
全
国
大
会
で
の
感
動
を
忘
一

バ
レ 

、」ー

れ
る
こ
と
な
く
頑
張
っ
て
ま
い
り
一

ま
す
の
で
、 

誌
と
も
皆
様
の
ご
…

A

国
制
覇
を
/
」
と
、
今
年
以
上
に

意
気
上
っ
て
い
ま
す
の
で
、
こ
れ

抱
得
得
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
一

l

か
ら
の
バ
レ 

部
の
活
躍
と
青
年 

一

会
臨
轍

日

快

幹

し
ま
す
。」

心
掛
永

川
ほ
奇

外
出
官
官

ぷ会


・

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
青年会バレー部
全国大会第5位

MUS04
テキストボックス
ミュージカルがやってくる
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ω
あ
な
た
は
ど
の
位
ゴ
ミ
処
理

の
経
費
が
か
か
っ
て
い
る
か
考

え
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。

勝
浦
町
で
は

一
年
間
に
約
三

千
二
百
万
円
(
平
成
二
年
度
決

算
額
)
の
ゴ
ミ
処
理
経
費
が
支

出
さ
れ
ま
し
た
。

一
人
当
た
り

に
換
算
す
る
と
約
四
千
二
百
十

円
が
か
か
っ
て
い
ま
す
。
�
 

ω
ゴ
ミ
を
捨
て
よ
う
と
し
て
い

る
中
身
を
も
う

一
度
見
直
し
て

み
ま
し
ょ
う
。
ま
だ
ま
だ
十
分

使
え
る
も
の
や
資
源
化
で
き
る

も
の
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

た
と
え
ば
、

一
、
野
菜
の
切
れ
端
・
野
菜
く
ず

は
み
じ
ん
切
り
に
し
て
、
ハ
ン

バ
ー
グ
の
具
に
し
た
り
、
冷
や

ご
は
ん
と

一緒
に
妙
め
て
チ
ャ
ー

ハ
ン
に
す
る
。

二
、
テ
ン
プ
ラ
油
の
廃
油
を
利
用

し
て
、
米
ぬ
か
と
混
同
せ
合
わ
せ
、

ダ
ン
ゴ
に
し
た
り
し
て
乾
燥
さ

せ
、
家
庭
菜
園
や
花
づ
く
り
の

肥
料
と
し
て
再
利
用
す
る
。

ミ

古
く
な
っ
た
服
や
小
き
く
な
っ

た
服
は
染
め
た
り
、
リ
フ
ォ
ー

ム
し
て
再
利
用
す
る
。

チ
ヨ
ッ
卜
し
た
注
意
と
努
力
で
、

ゴ
ミ
今
識
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

o o
住
み
よ
い
町
づ
く
り
の
た
め
に

も
、
限
ら
れ
た
資
源
を
有
効
に
活

用
し
て
、

一
人
ひ
と
り
が
ご
み
の

出
し
方
に
つ
い
て
、
も
う

一
度
考

え
て
み
ま
し
ょ
う
。

ゴ
ミ
の
出
し
万

。
町
の
指
定
し
た
袋

。
き
ち
ん
と
分
別

袋
の
口
は
し
っ
か
り
締
め
て

名
前
を
か
く

。
決
め
ら
れ
た
日
の
朝
八
時
ま
で
に

。
自
分
達
か
清
掃
し
て
い
る
場
所

や
フ
ェ
ン
ス
へ

台
所
の
ゴ
ミ
は
水
分
を
よ
く
切
っ

て
か
ら
出
し
て
く
だ
さ
い
。
�
 

¥
も
え
る
ゴ
ミ
の
中
に
缶
類
は
/
 

/
入
れ
な
い
よ
う
特
に
塗
思
�
 ¥

次
の
よ
う
に
分
別
し
て
く
だ
さ
い
。

缶
類

・
鉄
類
(
ス
プ
レ
ー
缶
は

穴
を
あ
け
る
)

。
ガ
ラ
ス

・
ピ
ン
類

。
せ
と
も
の

。
刃
物
・
蛍
光
管
な
ど
キ
ケ
ン
と

表
示

o
出
来
る
だ
け
小
さ
く
こ
わ
し
て
、

焼
却
場
へ
連
絡
の
上
直
接
搬
入
し

て
く
だ
さ
い
。

ゴ
ミ
を
見
直
し
て
み
る
と
資
源

と
し
て
再
利
用
で
き
る
も
の
が
あ

り
ま
す
。
あ
な
た
の
身
の
回
り
に

使
わ
な
く
な
っ
た
り
、
い
ら
な
く

な
っ
た
家
具
や
家
電
製
品

・
自
転

車
な
ど
が
あ
り
ま
せ
ん
か
。

粗
大
ゴ
ミ
と
し
て
捨
て
る
の
は

ス
・し
よ

も
っ
た
い
な
い
、
ま
だ
十
分
使
え

i

ビ
ニ
ー
ル

・
ゴ
ム
ホ
�
 

う
油

・
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
の
容
器

・
ポ

リ
袋
等

る
も
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
も
う

一
度
部
品
を
取
り
替
え
る
等
修
理

し
て
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

ア
ル
ミ
缶
は
資
源
化
す
る
た
め

-
次
の
よ
う
な
も
の
は
、
販
売
庖

っ
て
や
り
い
ま
し
ょ
う
。

小
さ
く
つ
ぶ
し
て
、
雨
水
が
入
ら

E

に
引
妥
�
 

な
い
よ
う
家
庭
に
保
管
し
て
置
い

-電気製昂 -厨房器類  

員雪量弘立

! 日 o!! 誕 w 

て
く
だ
さ
い
。

い
た
し
ま
す
。ご

案

内

一一一 平
成
四
年
一
月
中
旬
ご
ろ
回
収

ゴ
ミ
焼
却
業
務
休
業
の

十
二
月
三
十

一
日
か
ら

一
月

日
ま
で
の
四
日
間
、
年
末
年

始
の
た
め
休
業
い
た
し
ま
す
。

年
末
は
ゴ
ミ
が
集
中
し
な
い

よ
う
計
画
を
立
て
、
ゴ
ミ
収
集

業
務
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

コ
をP

-


MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
減らそうゴミ生かそう資源
ダストダイエット
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に
見
て
も
ら
い
た
い
で
す
ね
。

会
場
を
花
で
飾
ろ
う
と
始
め
ら
れ

た
菊
花 

λ
む
鉢
が
全
開
で
す
。

北
島
教
頭
先
生
は
、
「
六
年
生
全

員
で
植
え
つ
け
、
水
や
り
な
ど
は

園
芸
委
員
会
の
児
童
が
担
当
し
ま

し
た
。
苦
労
し
た
の
は
、
台
風
の

時
な
ど
鉢
を
移
動
す
る
こ
と
と
、

花
の
大
き
さ
に
か
か
わ
る
土
づ
く

り
で
す
ね
」
と
お
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

玄
関
に
は
、賞
、白
、
赤
、
ピ
ン
ク

な
ど
色
と
り
ど
り
の
花
を
咲
か
せ

て
い
ま
す
。ぜ
ひ
、
た
く
さ
ん
の
方

東
四
国
国
体
の
ピ 

ム
ラ
イ
フ
ル

l

今
年
七
月
、
生
比
奈
小
学
校
で

園体花ヲ〈り積載

今年ご協力を願ったプラソターの花は

どうですか。もうすぐ寒さの到来で花も

散ると思います。

春の花は，各ご家庭で好きなむのを植

えてくださって結構です。来年の植付は

六月頃，新 しい花の苗を配付する予定で

すので，よろしくお願いします。

七
月
に
行
わ
れ
た
苗
の
植
付
け

F
』 

4見事に咲いた

菊 の �  花

ビームライフル講習会� 
場時�  12 12 審家

Oあなたも撃ってみませんか?

今月は，	 12月7自国� 13時--....21時� 

12月21日出� 13時--....21時

福祉センタ-3階において練習コーナーを設

けていますので，講習会の日でなくても教育委

員会までご連絡いただければ練習できます。

判藷白

か講 ! ル人明事聖A咽司ECJ円~ 、
干K 判〈士日)レ的口� l 婦ら ボム教習� 1 ヱ三学4 λ/

ムル の案 重 レ
教 内 及� l
室� u-

所 時 間 審� 1月 月 ポ 庭

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
東四国国体だより
ぼくたちの菊が咲いたよ
生比奈小学校
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局、¥

し紙子
て芝供
<唐を
れの対
ま読象
すみに

聞本
かや�  
tさ
を

J
c
E
F

ば
ら
し
い
魅
力
を
も
っ
と
多
く
の

人
々
に
知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
、

東
四
国
国
体
の
会
場
と
な
る
市
町

村
の
名
所
や
自
慢
の
施
設
な
ど
を

め
ぐ
る
「
オ
リ
エ
ン
テ
�
 リ
ン
グ
」

を
企
画
し
ま
し
た
。

l

「
わ
た
し
と
図
書
館」

作
文
コ
ン
ク
ー
ル

グ
い
つ
も
利
用
し
て
い
る

図
書
館
の
こ
と
を
作
文
に

書
い
て
み
ま
せ
ん
か
ρ

マ
「
わ
た
し
と
図
書
居
巴
�
 

O
テ
i

四
百
字
詰
原
稿
用
紙
四
枚
以
内

氏
名
、
年
齢
、
住
所
、
職
業
、

電
話
番
号
(
小

・
中
学
校
は
学

O

ビ
テ
オ
の
貸
し
出
し

返
却
の
お
知
ら
せ

ビ
デ
オ
の
貸
し
出
し
は
二
十
五

日
ま
で
、
返
却
は
二
十
七
日
ま
で

と
な
っ
て
い
ま
す
。

返
却
日
は
必
ず
お
ま
も
り
く
だ

え
」い
。

士

一月
の
図
書
館

行
事
と
休
館
日

。
ス
タ
ン
プ
を
印
個
あ
つ
め
れ
ば

キ
ミ
は
、
阿
波
の
、

も
の
し
り
博
士
/
 

-
競
技
の
ル
ー
ル

一
、
ス
タ
ン
プ
ブ
ッ
ク
を
用
意

ス
タ
ン
プ
ブ
ッ
ク
は
図
書
館
に

あ
り
・
ま
す
。

二
、
ス
タ
ン
プ
を
集
め
る

hH

十
二
月
一
日
か
ら
お
は
な
し

ホ
ラ
ン
テ
ィ
ア
始
ま
る

去
る
十

一
月
十
六
日
、
棚
野
の

鈴
江
全
陪
氏
を
講
師
に
迎
え
て
、

塑
抗
研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。企講師鈴江全自告氏

東
四
国
国
体
競
技
開
催
地
を
三

つ
の
エ
リ
ア
に
分
け
、
六
十
の

応

募

先

〒
山
東
京
都
世
田

谷
区
太
子
堂

一
ー
一
ー
ー
一
�
 

企熱心に受講している皆さん� 

O

O

校
名
と
学
年
)

賞

総
ム
ロ
最
優
歪
員
、

小
・

中

学
生
部
門
賞
、
一
般
部
門
賞

。
締
め
切
り

十
二
月
二
十
日
倒
�
 

O

と
に
ス
タ
ン
プ
を
集
め
て
く
だ
�
 

社
寺
・
民
家
の
棟
札
の
展
示

み

1
日
�
 
目

、
。
�
 

安
日
曜
こ
ど
も
映
画
会
と
お
は
な

H

j
U

チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
を
紹
介
し

て
あ
り
ま
す
の
で
、
エ
リ
ア
ご

三
、
す
べ
て
の
エ
リ
ア
を
ま
わ
れ

l
uv 

日
本
図
書
館
協
会
「
わ
た
し

と
図
書
樫
作
文
コ
ン
ク
ー

し
会

ル
事
暫
周
あ
て
�
 

※	

募
集
要
項
は
図
書
信
に
あ
り

ま
す
。

庁チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
に

l

勝
浦
町
図
書
館
�
 

d

東
四
国
国
体
競
技
開
催
地


オ
リ
エ
ン
テ
�
 リ
ン
グ


新
と
く
し
ま
県
民
運
動
推
進
協

議
会
で
は
、
ふ
る
さ
と
徳
島
の
す
�
 

ば
三
つ
の
-
司
法
否
明
主
相
の
手
に
/

そ
れ
ぞ
れ
の
エ
リ
ア
が
ス
タ
ン

。
午
後
二
時
�
 三
時
ま
で
�
 

プ
で
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
た
ら
、

8
日

卜

ム

・
ソ
�
 ヤ
の
冒
険

新
と
く
し
ま
県
民
運
動
推
進
協

護
蚕
脅
周
へ
、
ス
タ
ン
プ
プ
�
 

J

l

種
臼
、「
勝
浦
の
民
話
と
伝
説
」

の
本
読
み
等
、
声
を
出
す
こ
と
の

大
切
さ
か
ら
教
わ
り
ま
し
た
。
声

に
高
低
を
つ
け
る
。
健
康
状
態
で

声
に
表
情
が
出
る
。
呼
吸
法
な
ど

有
意
義
な
話
ば
か
り
で
、
次
回
研

修
会
の
要
望
も
あ
り
、

一
日
か
ら

発
声
一

J

は
じ
ま
る
毎
日
曜
日
(
二
時
�
 二

時
十
五
分
)
の
お
は
な
し
会
に
則

待
が
寄
せ
ら
れ
ま
す
。

y

ク
安
部
時
も
し
く
は
直
接
も
っ

て
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

デ

ー一一¥一一哲一



一
イ一清二一円一一耕一一

日
日
す
て
き
な
三
に
ん
ぐ
み

他

辺
日
デ
ィ
ズ
ニ
ー
の
ホ
ワ
イ

卜
ク
リ
ス
マ
ス

他

・
お
は
な
し
の
内
容
は

一女
県
立
図
重
晶
器
力
車
巡
回
日

日
目
、
初
日

一

2
日
、
9
日
、
回
目
、
幻
日

お
た
の
し
み
に
・

食
休
館
日

お
日
、
泊
目
、
初
日
、
白
日

l

リ
ン
ク

ス
タ
ン
�
 .フ
ラ
リ
ー

F
』

オ
リ
エ
ン
テ
�
 

1
日
フ
ラ
グ
ル
ロ
ッ
ク

ω他
�
 

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
図書館だより
毎月末日
毎週月曜日が休館日です
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腎
"
ハ
ン
ク
登
録
に
ζ
協
力
を

お
願
い
し
ま
す

¥
¥
、
能
~
一

一一一
�
 

J
1
|
||
機
叶
ベ
�
 
I
 l

-
-

す

木ぃーーー
四
ー下ιーード↑� 8

九
能
戸
一

了

時

-

H

一
一
7
�
 
H
 

-
心
身
能
力
の
年
齢
に
よ
る
変
化

(ス
テ
ィ
�
 グ
リ
ツ
ツ
に
よ
る
)

l

し
ん

一線
�
 

ト
I
l
l
i
-
-
I
l
l
1
1
1

e-総 一.
司
ム
パ
ー斗一t


ld
パ

ぷ

イ

よ

す


ir

I
l
-
-
L ¥

IJ

『

丸
内

I
l
-
-い一

一

九
r
i
l
l
-
-

を
受
け
入
れ
る
姿
勢
で
す
。

方

に
年
齢
を
重
ね
て
こ
そ
獲
得
で
き

る
知
識
と
経
験
を
置
き
、
も
う

一

方
に
は
人
と
の
ふ
れ
あ
い
を
大
切

に
す
る
柔
軟
な
心
を
配
置
し
、
そ

れ
を
車
の
車
輪
と
し
て
、
積
極
的

に
人
の
輸
を
広
げ
て
い
き
ま
し
ょ

う
。
生
き
が
い
発
見
の
人
生
に
お

い
て
は
、
そ
う
し
た
人
間
関
係
が

何
も
の
に
も
か
え
が
た
い
宝
で
あ

る
と
気
づ
く
瞬
間
が
き
っ
と
あ
る

は
ず
で
す
。

気
持
ち
の
持
ち
方
し
だ
い
で
は
、

い
く
つ
に
な
っ
て
も
若
や
い
だ
生

き
方
が
で
き
る
も
の
で
す
。
来
る

べ
き
シ
ル
バ
ー
ラ
イ
フ
が
、
生
き

生
き
と
し
た
も
の
と
な
る
か
ど
う

か
は
、
あ
な
た
の
姿
勢

一
つ
に
か

か
っ
て
い
ま
す
。

F-
↑
頃
「
�
 |
倒
士
刊

一

ニ
-

ば

」↑=
1

v
内

じ
ん

』

ド

一

¥

一

三

百
�
 
…

腎
臓
は
、
お
腹
の
中
の
背
側
に

、

一
-
-

一
左
右

一
一対で
二
個
あ
り
、
毎
分
約

一

一
2
の
血
液
を
ろ
過
し
て
、
体
内
�
 

…

で
余
分
に
な
っ
た
水
分
や
塩
分
、
�
 
ー、

，

〆

、

一
�
 

dr

パレ
パ
寸
川
ト
�
 斗
刊

叩

老
廃
物
を
尿
と
し
て
排
せ
っ
し
、

l

，.、、

-、 3
ノ情

日
体
の
水
分
や
血
液
中
に
溶
け
て
い

I
l

I
l
l
li

o O

A
噌
 M

 

l
l
-
'

I
l

±ω


一4

，，
�
 

a

l

 

し
�
 

(
O

ハ
ン
ク

e

…
�
 

宮
�
 

を
提
供
し
て
も
よ
い
と
お
考
え
に

な
っ
た
時
は
、
竣
と
健
康
の
贈
り

物
と
し
て
、
献
腎
に
ご
協
力
く
だ

、
c
l
v
o
 

-

怠

五

録

先

じ
ん

財
団
法
人
徳
島
県
腎
臓

司
る
多
く
の
成
分
を

一
定
に
保
ち
ま

I
l
l
i
-
-
υ
降
|

|

頭
を
鍛
え
れ
ば
、
精
神
機
能
は

下
降
さ
せ
ず
に
い
り
れ
る
。
�
 

審
の
機
健
か
撞
度
に
弱
ま
つ

徳
島
県
庁
医
務
謀
内

一
た
「
滑
不
全
の
患
者
さ
ん
は
、

八
八
六
)
一
二

二
二
一
二

t
一
人
工
腎
臓
に
よ
る
透
析
を
受
け
て

1

何
で
も
話
し
合
え
る
友
人
を

持つ
。
ス
ト
レ
ムス
解
消
に
な
り
、

生
き
る
支
・
え
と
も
な
る
。
�
 

2

趣
味
を
掘
り
下
げ
る
。
こ
れ
�
 

-z
・

ま
で
の
趣
味
を
よ
り
深
め
る
の

詞

も

よ

い

。

見
�
 
3

六
十
の
手
祖
国
い
も
ま
た
楽
し
か

尾
町
で
は
各
種
の
講
座
が
開
か
れ
�
 

，

て
い
る
。

一
生
命
を
維
持
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
�
 

写
真
は
腎
バ
ソ
ク
登
録
者
拡
大

ぜ
舎

自
せ
ん
。
今
、
全
国
の
透
析
患
者
は

れ
た
方
々

一
十
万
人
を
超
え
、
毎
年
約
七
千
人
�
 

~
も
増
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
患

一
者
さ
ん
は
、
透
析
を
生
涯
続
け
な

一
け
れ
ば
な
ら
ず
、
社
会
生
語
、
日

一
常
生
活
で
の
厳
し
い
制
約
を
受
け

哨市
て
い
ま
す
。

じ
ん
�
 

…

ぁ
比
た
の
死
後
の
腎
臓
は
、
二

一
人
の
腎
不
全
患
者
さ
ん
を
救
抗
力

引
が
あ
り
ま
す
。
も
し
死
後
の
腎
臓

M

E
C

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
来
�
 

で
す
。

J

お
年
寄
り
の

日人
間
関
係
学

年
を
と
る
と
体
の
機
能
は
衰
え

て
き
ま
す
。
し
か
し
、
精
神
の
機

能
は
、
む
し
ろ
壮
年
期
か
ら
老
年

期
に
か
け
て
円
熟
し
て
く
る
も
の

(
図
参
照
)
。
仕
事
、
仕
事
に
追
わ


れ
た
今
�
 
忙
な
日
々
か
ら
解
放
さ
れ
、


自
由
に
使
え
る
時
聞
を
持
て
た
今


こ
そ
、
本
当
の
あ
な
た
の
人
生
が


始
ま
り
ま
す
。
「
も
う
年
だ
か
ら
」


と
い
う
考
え
は
キ
ッ
パ
リ
と
捨
て
、


「
さ
あ
、
こ
れ
か
ら
」
と
い
う
前


向
き
の
気
持
ち
に
切
り
替
え
て
み


て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
シ
ル


バ
ー
ラ
イ
フ
は
、
新
し
い
生
き
が


い
発
見
の
人
生
で
あ
り
た
い
も
の


で
す
。


こ
の
庁
ゆ
と
り
の
時
問
。
を
豊

か
で
充
実
し
た
も
の
に
す
る
た
め

に
は
、
そ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
人
間

関
係
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
何
よ
り

も
大
切
な
の
は
、
心
を
聞
い
て
人
�
 

h

刈
一・
4

も
う
一
度
仕
事
に
挑
戦
す
る
。
↑

カ

，
�
 

釘
金
を
得
る
た
め
よ
り
、
生
き

一

帯
、
が
い
を
容
。
た
め
と
考
え
た
い
。

主
�
 
5
ボ
ラ
シ
一ナ
ィ
ア
活
動
に
参
加

:

す

る

。
地
域
福
祉
の
一
一
翼
を
も

担
え
る
。
�
 

6

自
分
史
を
書
く
。
つ
い
で
に

ワ
ー
プ
ロ
に
挑
戦
し
て
み
る
の

も
一
法
。

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
国保と医療費
お年寄りの人間関係学
シルバーライフは生きがい発見の人生

MUS04
テキストボックス
腎バンク登録にご協力をお願いします
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『
火
芥
萌
ぐ
の
は
あ
な
た
で
す
』

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

そ
の
注
意
は
、
そ
れ
ほ
ど
む
ず
一

か
し
い
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

一

イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
警
戒
に
あ
た
りl

一

ま
す
。消
防
団
は
、
火
災
多
発
シ 

一

ズ
ン
を
迎
え
各
地
域
で
巡
察
を
行

一

ぃ
、
町
内
か
ら
火
災
を
発
生
さ
せ
一

な
い
た
め
の
警
戒
体
制
に
入
り
ま
す
。
一

火
災
は
、
社
会
的
損
失
が
大
き

一

い
ば
か
り
か
、
人
の
命
に
か
か
わ
一

る
こ
と
で
す
。
も
し
も
、
あ
な
た
一

の
家
が
火
元
と
な
れ
ば
、
隣
近
所
-

に
多
大
な
迷
惑
が
か
か
り
ま
す
。

一

毎
日
そ
の
場
、
そ
の
場
で
火
を

出
さ
な
い
注
意
が
肝
心
で
す
。

一

十
二
月
二
十
六
日 
j
三
十
日
の
一

問
、
午
後
八
時
に
全
町

一
斉
に
サ
一

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
い
ろ
い
ろ

な
砕
桑
活
動
を
宰
施
し
て
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
、
お
互
い
に
相
手
の

立
場
を
考
え
て
、
譲
り
合
い
、
思

十
二
月
四
日
か
ら
十
日
ま
で
の

一
週
間
は
「
人
権
週
間
巴
で
す
。

人
権
は
、

一
人
ひ
と
り
が
し
あ

わ
せ
に
生
き
る
た
め
に
、
み
ん
な

が
同
じ
よ
う
に
持
っ
て
い
る
権
利

で
す
。
自
分
の
人
権
を
主
張
す
る

の
と
同
じ
よ
う
に
、
相
手
の
人
権

も
豊
里
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

法
務
局
や
人
権
擁
護
委
員
は
、

。
国
際
化
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
人

い
じ
め
・
体
罰
の
根
易
経
と
う

。
部
落
差
別
を
な
く
そ
う

0

女
性
の
坤
住
童
高
め
よ
う

。
障
害
者
の
完
全
参
加
と
平
等
を

o
権
塞
諏
接
言
て
よ
・
フ

実
現
し
よ
う

印
月

4
日
制 

第
何
回
人
権
週
間i

m日
制

火
の
元
チ
ェ
ッ
ク
は
万
全
か

い
や
り
の
心
を
育
て
ま
し
ょ
う
。

そ
う
し
て
、
争
い
の
な
い
明
る

い
家
庭
、
差
別
の
な
い
、
や
さ
し

さ
に
満
ち
た
住
み
よ
い
社
会
を
つ

く
り
ま
し
ょ
う
。

も
し
、
困
っ
た
こ
と
が
あ
れ
ば

人
権
擁
護
委
員
や
法
務
局
へ
ご
相

談
く
だ
さ
い
。
相
談
は
無
料
で
、

秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

勝
浦
町
の
人
権
擁
護
委
員
は
次

の
方
々
で
す
。

-
西
岡
大
西

勝
幸
さ
ん

・
今
山
田
中

貫
さ
ん

・
中

山

堀

毅
男
さ
ん

-
坂
本
細
川

寛
さ
ん

毎日が火の元警報発令中 /ー¥

電
気
や
ガ
ス
、
石

油
等
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
生
か
し
た
家
庭
用

機
防
衛
叫
今
で
は
す
っ

か
り
私
た
ち
の
暮
ら

し
に
と
け
こ
み
、
快

適
さ
、
便
利
さ
を
与

え
て
く
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
あ
ま
り

に
も
身
近
で
手
軽
な

せ
い
か
、
ち
ょ
っ
と

し
た
不
注
意
、
使
用

ミ
ス
で
火
事
や
事
故
を
招
く
例
が

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

平
成
元
年
の
出
火
原
因
の
ト
ッ

プ
が
こ
ん
ろ
で
、
全
体
の
二
了

四

%
、
ス
ト
ー
ブ
、
風
呂
か
ま
ど

な
ど
が
あ
り
、
こ
の
三
つ
で
全
体

の
約

一
九
%
を
占
め
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
暖
房
器
具
類
の
使
用

が
ふ
え
る
だ
け
に
、
い
つ
に
も
ま

し
て
、
家
族
み
ん
な
が
取
り
扱
い

に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
年末特別警戒の実施について

MUS04
テキストボックス
第43回人権週間
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4
0

た
り 

旬
、フ

A
Q

町
民
と
し
て
の
取
り
組
み

同
和
問
題
を
家
庭
内
で


話
し
合
い
、
人
権
意
識
を


高
め
よ
・
っ
。


身
の
回
り
の
差
別
に
気

づ
き
正
し
ま
し
ょ
う
。

同

和

問

題

こ
こ
が
知
り
た
い
.

図
そ
っ
と
し
て
お
け
ば
、
部
落

差
別
は
自
然
に
な
く
な
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

困

こ
ん
な
質
問
を
す
る
人
は
、

同
和
問
題
は
い
つ
と
は
な
し
に
消

え
る
も
の
で
あ
り
、
今
さ
ら
と
り

た
て
て
同
和
問
題
を
知
ら
な
い
人

に
ま
で
知
ら
せ
る
必
要
は
無
い
と

い
う
考
え
方
を
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
本
当
に
そ
っ
と
し
て

お
い
て
部
落
差
別
は
自
然
に
な
く

な
る
も
の
で
し
ょ
う
か
。

明
治
四
年
に
解
放
令
が
だ
さ
れ

て
か
ら
一
世
紀
余
り
が
経
過
し
ま

し
た
が
、
い
ま
だ
部
落
差
別
が
な

く
な
ら
な
い
の
は
ど
う
し
た
こ
と

で
し
ょ
う
。
そ
っ
と
し
て
お
い
て

無
く
な
る
も
の
で
あ
れ
ば
、
と
う

の
背
に
消
滅
し
て
い
る
は
ず
で
す
。

し
た
が
っ
て
「
そ
っ
と
し
て
お

け
ば
」
と
い
う
考
え
方
は
、
部
落

差
別
を
温
存
助
長
す
る
役
割
は
果

た
せ
て
も
、
同
和
問
題
の
真
の
解

決
に
は
結
び
つ
か
な
い
と
い
う
こ

と
に
気
づ
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

図
同
和
問
題
の
解
決
は
国
民
的

課
題
と
い
わ
れ
る
の
は
、
な
ぜ

で
す
か
。

国

「
同
和
問
題
の
解
決
は
国
民

的
課
題
」
で
あ
る
と
か
「
国
民
の

一
人
ひ
と
り
が
自
分
の
問
題
と
し

て
考
え
よ
う
」
な
ど
と
よ
く
い
わ

れ
ま
す
。

こ
れ
は
、
自
分
の
幸
福
の
み
を

追
求
す
る
考
え
方
を
あ
ら
た
め
、

国
民
み
ん
な
が
真
の
人
権
を
尊
重

す
る
道
を
求
め
る
よ
う
に
し
な
け

れ
ば
、
本
当
の
幸
せ
な
ど
は
あ
り

得
な
い
・
-
-
-
-
-と
い
う
問
題
で
す
。

つ
ま
り
「
同
和
問
題
は
、
同
和

地
区
の
人
た
ち
の
問
題
で
あ
り
、

私
に
は
直
接
関
係
が
な
い
、
私
は

差
別
な
ど
し
た
こ
と
が
な
い
」
と

い
う
考
え
方
に
つ
な
が
る
訳
で
す
。

こ
う
し
た
考
え
方
を
す
る
人
は
、

れ
な
差
別
さ
れ
て
い
る
と
一
言
フ

ー
買
が
一
部
に
あ
る
の
は
な
ぜ

で
す
か
。

回

同
和
地
区
の
生
活
環
境
の
悪

さ
や
低
い
生
活
実
態
は
、
徳
川
以

来
三
百
年
、
明
治
か
ら
で
も
百
年

余
り
の
不
合
理
な
差
別
の
累
積
の

結
果
生
じ
た
も
の
で
す
。

そ
の
実
態
的
差
別
が
、
国
民
の

心
理
的
差
別
を
助
長
し
、
さ
ら
に

心
理
的
差
別
が
実
態
的
差
別
を
再

生
産
す
る
と
い
う
悪
循
環
を
く
り

返
し
て
い
る
の
で
、
早
急
に
護
者

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
た
め
国
で
は
「
特
別
措
置

法
」
を
つ
く
り
、
同
和
地
区
の
経

済
、
福
祉
、
教
育
な
ど
の
低
い
実

態
を
壁
書
す
る
た
め
に
、
県
や
町

に
お
い
て
い
ろ
い
ろ
な
施
策
に
取

り
組
ん
で
い
る
の
で
す
。

現
在
行
っ
て
い
る
同
和
対
策
事

業
を
な
が
め
て
「
同
和
地
区
だ
け

に
特
別
な
事
業
主
議
す
る
の
は
、

逆
に
私
た
ち
が
差
別
さ
れ
て
い
る
」

と
い
う
意
見
が

一
部
に
で
て
い
る

の
は
確
か
で
す
。

こ
う
し
た
考
え
方
は
「
同
和
地

区
住
民
は
、
私
た
ち
よ
り
下
に
い

て
当
然
だ
、
う
ら
や
ま
し
い
、
ね

た
ま
し
い
、
上
み
て
暮
ら
す
な
下

見
て
暮
ら
せ
」

・:
と
言
う
因
習
的

な
意
識
が
働
い
て
い
る
の
で
す
。

県
や
町
が
各
種
の
同
和
対
策
を

進
め
る
目
的
は
、
現
代
社
会
に
お

け
る
国
民
的
権
利
、
自
由
(
職
業

選
択

・
教
育
の
機
会
均
等

・
居
住

及
び
移
転

・
結
婚
の
自
由
な
ど
)

を
保
障
す
る
手
段
と
し
て
実
施
し

て
い
る
こ
と
を
認
識
し
て
く
だ
さ 

同
和
問
題
を
他
人
ご
と
と
考
え

「
自
分
は
同
和
問
題
と
関
係
を
も

た
な
い
で
お
こ
う
、
避
け
て
通
ろ

う
」
と
い
う
心
理
が
働
い
て
い
る

の
で
す
。

国
民
す
べ
て
が
同
和
問
題
を
自

分
自
身
の
こ
と
と
し
て
正
し
く
受

け
と
め
、
昔
か
ら
の
言
い
伝
え
や

偏
見
、
誤
っ
た
差
別
観
今
ゲ
乞
取
り

除
か
な
け
れ
ば
、
部
落
差
別
を
完

全
に
解
消
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
の
で
、
国
民
的
課
題
と
言
っ

て

い
る
の
で
す
。

図

同
和
地
区
だ
け
に
特
別
な
施

策
を
行
う
の
は
、
逆
に
わ
れ
わ

震村環境改善センター

利用のしおり

11||囲碁大会盛大に開催 

10月26日(判改善 センター  2階和室

で囲碁大会が盛大に開催されました。  

19名参加し久しぶりに碁友と会い，

終日熱戦が展開されました。

成績(入賞)は次のとおりです。

略称敬男

明

夫

明

泰

静

本

井

木

作

光

長

勝

勝

位


優


優

準 
3
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X 亙
剛
に
X

園

二

4

種
主
を

線
検
査
で
受
け
る

申
霊
宝 

ん
の
質
問
と
、
技
師
の
返

C

圏

ー¥� 

X

今
回
は 

線
検
査
を
す
る
時
の

夜間救急当番表
12月①日� J可三ヨ555 j支 医 院� 2-2003 

3日 勝 浦 病 院� 2-2555 

5日 赤 モwヨJ 医 院� 2-2006 

ア白 勝� i 病 院� 2-2555 

9日 土 勝� B圭J2ト9 療 所� 6-0302 

11日 勝 浦 病 院� 2-2555 

13日 山 西 医 院� 2-3027 

⑬日 勝 浦 病 院� 2-2555 

17日 湧� j支 医 院� 2-2003 

19日 勝 浦 病 院� 2-2555 

21日 赤 岩 医 院� 2-2006 

@日 勝 浦 病 院� 2-2555 

25日 よ 勝� 0歪ク5う〆 療 所� 6-0302 

27日 勝 浦 病 院� 2-2555 

@日 山 西 医 院� 2-3027 

31日 勝 浦 病 院� 2-2555 

午後6時から翌朝9時まで
午後ア時から翌朝9時まで

日
日

平
休

、、、

X
線
は
自
に
見
え
ず
、
手
に
も

に
つ
いい
て

触
れ
ず
、
そ
の
く
せ
物
質
と
か
生

命
体
に
は
良
く
も
悪
く
も
影
響
を

与
え
る
、
本
当
に
不
問
、
議
で
や
っ

か
い
な
代
物
で
す
。
し
か
し
、
こ

の
や
っ
か
い
な
代
物
は
現
在
医
療

等
に
使
用
さ
れ
、
大
変
役
立
っ
て

い
ま
す
。

事
を
書
い
て
み
ま
す
。

撮
っ
た
ば
か
り
な
の
に
、
何
回

も
検
査
接
受
け
て
障
害
は
起
こ

ら
な
い
の
で
す
か
?
・

病
院
の

放
射
線
の
量
の
程
度
で
は
、
ま

ず
ほ
と
ん
ど
心
配
あ
り
ま
せ
ん
。

病
気
を
発
見
し
、
適
切
な
治
療

松書
勝

院

放

を
す
る
た
め
の 

技
師

崎

正

博

射
線

X
線
検
査
は
、

そ
れ
に
よ
っ
て
起
き
る
不
利
益

よ
り
も
メ
リ
ッ
ト
の
方
が
非
常

に
大
き
い
の
で
、
病
気
に
よ
っ

て
は
毎
日
と
か
、

J
二 

一二
日
の

間
隔
で
撮
影
す
る
と
と
も
あ
り

X

ま
す
。
通
常
の 

線
検
査
の
放

や
血
管
の
走
行
と
、
心
臓
の
形

状
な
ど
が
幅
広
く
診
断
で
き
ま

す
。
そ
の
結
果
、
病
気
の
発
見

が
よ
り
確
実
に
な
り
ま
す
。
肺

以
外
の
部
位
で
は
、
た
と
え
ば

腹
部
な
ど
は
撮
影
時
間
が
長
く
、

腹
腔
内
の
臓
器
な
ど
が
呼
吸
を

止
め
る
こ
と
に
よ
り
動
き
に
く

く
な
る
の
で
、
こ
れ
も
前
述
の

よ
う
に
診
断
し
や
す
く
な
り
ま

す
。息

を
し
て
い
て
も
動
か
な
い

部
位
は
、
当
然
じ
っ
と
し
て
い

る
だ
け
で
、
十
分
に
診
断
可
能

な
写
真
が
撮
れ
ま
す
。
以
上
の

こ
と
は

一
般
的
な 

線
検
査
全

X

般
に
共
通
し
て
い
る
こ
と
で
す

の
で
、
皆
さ
ん
が
、 

線
検
査

X

を
受
け
る
時
の
参
考
に
し
て
く

だ
さ
い
。 

X
線
は
、
波
長
が
川)
-

一 

は

j
M
A

A

γ一勝浦病院� ¥ 

X 業務のご案内¥ 


年末年始の病院業務は，� 

12月29日から来年の� 1月3

固まで休みます。

この休み期間中は当直医

師が緊急時の診療にあたり

ますが，� 28日までに診察等

受けられますようご案内い

たします。� 

射
線
量
で
は
障
害
が
現
れ
る
こ

w
m

と
は
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
。

」
と
い
う
非
常
に
短
い
電
磁

国
盟
国
号
真
と
他
の
部
位
を
撮

る
時
、
ど
う
し
て
息
を
吸
い
込

ん
で
止
め
た
り
、
ま
た
そ
う
せ

ず
に
撮
っ
子
山
す
る
裂
す
か
?
・

園

肺
は
非
常
に
小
さ
い
肺
胞
の

集
合
体
で
、
そ
の
中
に
空
気
を

(
オ
ン
グ
ス
ト
ロ
ー
ム
)「

一
m
の
一
億
分
の

一 

、
つ
ま
り 

m

波
の

一
種
で
、

一
八
八
五
年
、
レ

ン
卜
ゲ 
γ
博
士
に
よ
り
義
克
さ
れ
、

「
未
知
の
線
」
、
と
い
う
意
味
で 
X

吸
い
込
ん
で
肺
胞
を
ふ
く
ら
ま

せ
て
い
ま
す
。
肺
全
体
を
広
げ

る
と
、
写
真
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト

が
つ
き
や
す
く
な
り
、
気
管
支

線
と
命
名
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に

よ
っ
て
博
士
は
第

一
回
ノ
ー
ベ
ル

物
理
掌
賞
を
受
賞
し
、

今
我
々
は

医
療
及
び
そ
の
他
の
非
磁
嬢
検
査

な
ど
に
利
用
し
て
、
多
大
な
国
叩
省
山

を
こ
う
む
っ
て
い
ま
す
。

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
Ｘ線調査について

MUS04
テキストボックス
勝浦病院業務のご案内
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l

・
重
点
目
標

ト
ベ
ル
ト
の
正
し
い

ご〉JIJ込第258号

勾3デt表 区 分
表 彰 者 資 格 等

運転の期間車 両� 51'J 

四 輪
小松島交通

O交通安全協会費を納めていること。1 0年表彰
安全協会会長�  

二 輪原付�  
O無事故 ・無違反であること。

1 5年表彰四 輪� 
O交通規則を守り，常に安全運転に心が

徳島県交通
20年表彰 け他の自動車運転者の模範となる方。

安全協会会長�  
二 輪原付�  30年表彰

※詳しくは交通安全協会事務局宮� (08853)3-2440(内線337)へお問い合わせください。

農
業
・
農
村
が
厳
し
い
状
況
下

に
あ
る
中
で
、
担
い
手
の
不
足
等

に
よ
る
不
作
付
地
や
耕
作
放
棄
地

と
い
っ
た
、
い
わ
ゆ
る
遊
休
農
地

が
増
加
す
る
傾
向
に
あ
る
と
と
も

に
、
農
地
の
無
断
転
用
が
あ
と
を

た
た
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

言
う
ま
で
も
な
く
、
「
農
地
」
は
、

食
糧
の
安
定
供
給
の
た
め
の
生
産

基
盤
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
か

け
が
え
の
な
い
自
然
環
境
を
守
る

と
い
う
こ
と
か
ら
も
重
要
な
役
割

を
果
し
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
地
域
の
実
情
に
合

わ
せ
た
計
画
的
な
利
活
用
が
求
め

ら
れ
て
い
る
と
と
も
に
、
将
来
の

農
業
経
営
者
が
農
地
を
有
効
に
利

用
で
き
る
よ
う
に
維
持
・
管
理
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

農
業
委
員
会
系
統
組
織
で
は
、

昭
和
五
十
九
年
以
来
「
農
地
を
守

り
有
効
利
用
す
る
運
動
」
を
全
国

的
に
展
開
し
、
こ
の
運
動
の
中
で

農
地
の
無
断
転
用
の
防
止
の
た
め

の
取
り
組
み
喜
諾
し
て
い
申
手
。

ま
た
、
平
成
二
年
佐
民
か
ら
は
、「
農

地
パ
ト
ロ
ー
ル
月
間
」
を
設
け
、
そ

の
取
り
組
み
を
強
化
し
て
い
ま
す
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
「
農
地
」
の

持
つ
重
要
性
を
再
認
識
し
、
計
画

的
か
っ
有
効
な
利
用
を
進
め
て
い

く
こ
と
が
重
要
と
な
り
ま
す
。

f
)

※ お気軽にご相談く� fごさい。

(優良運転者の表彰該当者の基準について〉

下表のとおり，選考基準に該当される方は， 小松島交通安全協会に備付けの用紙に記入の

うえ，平成4年� 1月1日から同年 1月31日までに，申請してください0

.優良運転者選考基準

-

期

間
平
成

3
年
ロ
月
日
日
制

平
成

4
年

1
月
間
日
働

一
、
シ

着
用
の
推
進

一
一
、
若
者
の
無
謀
運
転
の
追
放

三
、
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

ιx H

-日 日寺� 12月25自体)

午前� 9時~午後� 4時

4・場 所 小松島中央会館

ロ巡

県
下
の
交
通
事
故
に
よ
る
死
亡

談

J

者
が
今
/
発
し
て
お
り
、
特
に
若
者

同
ロ

二
十
四
歳
)
と
高
齢
者
叫
門

同
巳

;享 

(
十
六

(
六
十
五
歳
以
上
)
が
全
死
亡
者

の
過
半
数
を
占
め
て
い
ま
す
。

・相談員 新井

そ
こ
で
県
で
は
重
点
目
標
を
か

か
げ
、
運
錨
を
実
庖
し
て
い
ま
す
。 

年
末

・
年
始
は
、

交
通
量
の
増

加
や
気
ぜ
わ
し
さ
も
加
わ
っ
て、

交
通
事
故
の
多
発
が
予
想
さ
れ
ま

す
。一

人
ひ
と
り
が
正
し
い
交
通

ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
を
守
っ
て
交
通

事
故
の
防
止
を
図
り
ま
し
ょ
う
。

H
H

司
司

通交

‘ー、、� 

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
年末年始の交通安全運動実施
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土地使用現況届について
土地の課税は，毎年 1月� 1日現在の土地 + 

γ 
γ 
γの現況(使用状態)によって，評価額を算

l

る
こ
と
が
で
き
る
資
産
(
パ
イ
プ

ハ
ウ
ス
、
ボ
イ
ラ
ー
、
プ
ル
ド 

出して課税されます。
+、，� 
γ 

土地の現況を変更した(雑種地を宅地 に， + 
T 

田を畑に，畑を山林等に変更した)ときは， l 
v役場税務保険課に土地使用現況届を提出し γ 

+
てください。 γ 

γ 

届出の用紙は税務保険課にあります。� γ 

γ 

T
γ 

T 
V 
V 

f一家屋滅失届をしましょう
γ 

γ 

γ 

家屋を取りこわしされた方は，町役場税� + 
v 

| 務保険課に家屋滅失届をしてください。届 γ 
γ 

i をしないでそのままにしておくと，課税台
γ 

γ 

γ 

帳に登載されたままとなり，課税対象とな γ

、
農
耕
用
機
械
等
)
で
、
減

価
償
却
費
が
所
得
の
計
算
上
、
損

金
ま
た
は
必
要
な
経
費
に
算
入
さ

れ
る
も
の
を
い
い
ま
す
。

所
得
税
及
び
住
民
税
等
を
申
告

す
る
場
合
に
、
必
要
経
費
に
計
上

す
る
資
産
は
、
償
却
資
産
と
し
て

申
&
ロ
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

減
価
償
却
費
を
必
要
経
費
に
算
入

入
所
で
き
る
要
件

O

120 100 30 
人人人

ザ 
l

'¥ 

保
育
所
入
所
説
明
会

ロ
月
初
日
働

酪


一¥

v 
v 
+ 
T 
Y 
γ 

ります。

届出の用紙は税務保険課にあります。

家屋の課税基準日は 1月� 1日現在です。

届出は早自にしてください。

+ 
T
γ 
γ 

γ 

V 

T
γ 
γ 

γ 

期
日
ま
で
に
必
ず
申
告
し
て
く

だ
さ
い
。

疋
=
貝

な
お
、
不
明
な
点
は
町
役
場
税

務
保
険
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

沼
江
保
育
所

生
比
奈
保
育
所

だ
さ
い
。 

入
所
説
明
会
日
程 

横
瀬
保
育
所

O
{

す
る
方
は
、
償
却
資
産
申
告
書
を

必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
告
に
必
要
な
事
項
は
、
償
却

資
産
の
所
在
、
種
類
、
数
量
、
取

得
価
格
、
耐
周
年
数
、
取
得
年
月

及
び
申
請
受
付
に
つ
い
て

な
ど
で
す
。

申
告
用
紙
は
、
町
役
場
税
務
保

険
課
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。 

平
成 
4
年
1
月
引
日
働
ま
で

-E[
γ 
γ不用犬の買い上げ日 γ 

γ 

γ 
γ

期
限

平
成
四
年
四
月

一
日
か
ら
、
保

O
受
付
場
所

育
所
入
所
を
希
望
さ
れ
る
方
の
説

明
会
を
次
の
日
程
で
行
い
ま
す
。

各
保
育
所

・
役
場 

-犬は必ずつないで飼ってくだ‘さい一
γ 
γ 

v 
y 

γ 

γ 

γ 

v 
v 
γ 

γ成犬� 300円

小犬� 1∞円� 

12月4日� (水)� 

12月18日(水� )

2
階
和
室

都
合
で
当
日
出
席
で
き
な
い
方

は
、
早
め
に
各
保
育
所
で
申
請
書

申
請
受
付
日
程

及
び
手
続
き

i
m日
掛

午
前

8
時
泊
分

1
午
後

4
時 

に
欠
け
る
児
童
で
な
け
れ
ば
入
所

で
き
ま
せ
ん
。

0

そ
の
他

入
所
申
請
書
等
は
、
家
族
の
方

が
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

現
在
入
所
し
て
い
る
児
童
に
つ

い
て
も
、
申
請
が
必
要
で
す
。

児

書留
同て �  

f会
てさ
くれ

語
、4母� 

Or¥G 

0¥とど� 0

.ャγ"r"r""σ� 
Q '<:) C7t;) 

等
を
受
け
取
り
、
受
付
期
日
ま
で

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

0
受
付
日
時

場
所

住
民
福
祉
セ
ン
タ
ー 

O 0
日
時

ロ
月
初
日
働

保
育
所
の
入
所
、
勝
浦
町
保
育

午
後

7
時
か
ら 

所
入
所
措
置
条
例
に
よ
り
、
保
育

1
月
8
日
附 

償
却
資
産
の
申
告
を
し
ま
し
ょ
う

償
却
資
産
の
所
有
者
は
、
毎
年

一
月

一
日
現
在
に
所
有
す
る
償
却

資
産
に
つ
い
て
、
必
要
事
項
を
町

長
に
申
告
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん。
償
却
資
産
と
は
、
土
地
及
び
家

屋
以
外
の
事
業
の
た
め
に
使
用
す

初
め
て
入
所
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

必
ず
出
席
し
て
く
だ
さ
い
。

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
保育所入所説明会
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平
成
四
年
度

果
樹
農
業
研
修
生
の

募
集
に
つ
い
て

農
林
水
産
省
農
業
大
学
校
に
お

い
て
は
、
来
年
三
月
高
等
学
校
卒

業
者
を
対
象
と
し
た
、
果
樹
農
業

研
修
生
の
募
集
を
行
っ
て
い
ま
す
。

応
募
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
来

年

一
月
三
十
日
ま
で
に
、
産
業
課

へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
詳
し

い
資
料
を
差
し
上
げ
ま
す
。

な
お
、
不
明
な
点
は
産
業
諜
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

平
成
四
年
四
月

1
五
年
三
月
ま

で
一
か
年
問
。

。
午
前
・

午
後
・
;
実
習

o

:
・
学
科 

。
常
緑
果
樹
希
望
の
方

大
分
県
国
東
郡
国
東
町

落
葉
果
樹
希
望
の
方

岩
手
県
岩
手
郡
雫
石
町

o

県
単
農
業
振
興
事
業
の

受
付
に
つ
い
て

平
成
四
年
度
に
徳
島
県
単
独
地

を
豊
蓄
に
預
託
し
、
五

年
以
上
飼
養
す
る
も
の
と

す
る

②

繍

助

率

一
頭
十
三
万
五
千
円
以
内
又

は
当
該
経
費
の
十
分
の
三
以
内

の
い
ず
れ
か
低
い
額

臼
実
証
普
及
展
示
ほ
等
の
設
置

①

内

容

新
作
目
の
導
入
、
新
技
術
の

罪
証
及
び
普
及
の
た
め
の
展
示

ほ
等
の
整
備

②

補

助

率


定
額


四
、
申
し
込
み
先

町
役
場
産
業
課

五
、
申
し
込
み
期
日

平
成
三
年
十
二 

2
7十
日
ま
で
。 

※	

不
明
な
点
は
、町
役
場
産
業

課
ま
で
わ
商
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

域
農
業
振
興
対
策
事
業
の
制
度
を

受
け
よ
う
と
計
画
さ
れ
て
い
る
方

は
、
次
の
事
項
を
ご
理
解
の
う
え

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

一
、
事
業
の
内
容

こ
の
事
業
は
、
町
の
農
業
指
導

班
の
奨
励
し
て
い
る
作
目
、
夏
秋

な
す
、
き
ゅ
う
り
、
す
だ
ち
な
ど

の
生
産
流
通
過
程
に
お
け
る
近
代

化
、
合
理
化
を
推
進
す
る
た
め
、

次
の
事
項
の
う
ち
、
原
則
と
し
て

国
の
補
助
対
象
と
な
ら
な
い
も
の

を
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
て
実
施

す
る
も
の
で
す
。

同
口
明
置

付
前
記
の
事
業
内
容
に
適
合
し

て
い
る
こ
と
。

ω
単
年
度
で
事
業
が
完
了
す
る

こん」。

伺
受
益
戸
数
が
三
戸
以
上
で
あ

力
防
除
機
等
既
に
普
及
し
て

い
る
も
の
又
は
、
事
業
効
果

の
少
な
い
農
業
用
機
械

③
個
人
施
設
又
は
事
業
効
果

の
少
な
い
施
設

三
、
事
業
の
種
類

農
業
用
機
械
設
備
の
導
入
整

備。

①

内

容

農
業
用
機
械
、
農
業
生
産
施

設
、
集
出
荷
施
設
、
加
工
施
設

等
の
導
入
整
備

②

補

助

率

補
助
対
象
事
業
費
の
十
分
の

回
以
内

ω
種
苗
及
び
家
畜
の
導
入

①

内

容


約
種
苗
の
導
入


園
の
造
成
と
一
体
と
し
て

行
う
永
年
性
作
物
種
苗
及
び

地
域
特
産
物
と
し
て
積
極
的

に
拡
大
を
図
る
作
物
で
、
種

苗
の
確
保
が
著
し
く
困
難
な

も
の
等
の
種
苗
の
導
入

的
肉
用
繁
殖
雌
牛
の
導
入

導
入
頭
数
は
、

一
事
業
主

体
三
頭
以
上
、
十
頭
未
満
と

す
る六

か
月
齢 

十
五
か
月
齢

の
も
の
を
導
入
し
、
こ
れ

J

¥， 

去
、
い
。

す
。

G
ヲ

造
林
補
助
金
を
受
け
ら
れ
ま
す

の
で
、
森
林
組
合
へ
こ
相
談
く
だ

こル」。

な
お
、
苗
木
の
申
し
込
み
期

※
次
に
掲
げ
る
も
の
は
、
補
助

日
は
十
二
月
二
十
七
日
ま
で
で

対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

①
消
耗
品
的
物
品
、
用
地
の

買
収
、
賃
借
に
要
す
る
経
費

及
び
補
償
費

②
動
力
耕
転
機
、
背
負
式
動

、ー

花 嫁 銀 行

専門相談員による相談所の開設日

女毎週水曜日 午後1:30-4:00 

女場所農村環境改善センター

お気軽にご相談ください。

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
森林組合から

MUS04
テキストボックス
県単農業振興事業の受付について
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わ
た
し
の
作
品

雰
囲
気
に
つ
ら
れ
て
掬
い
し
三
匹

の
金
魚
は
今
も
楽
し
く
泳
ぎ

横

瀬

田

中

久

子

金
魚
売
る
声
あ
ち
こ
ち
に
戦
前
の

徳
島
の
街
き
わ
や
か
な
り
し

横

瀬

桂

木

武

男

目
醒
め
れ
ば
金
魚
に
寄
り
添
い
水

槽
に
ヨ
チ
ヨ
チ
孫
は
独
り
で
遊
ぶ

横

瀬

錦

内

常

一

庖
止
め
し
父
が
名
残
り
の
金
魚
鉢

部
屋
の
片
え
に
伏
せ
て
置
か
る
る

掛

谷

真

木

重

雄

お
祭
り
に
孫
、
が
す
く
い
し
金
魚
に

花
を
添
え
れ
ば
面
影
浮
か
ぶ

棚
野
北
島
ア
サ
ノ

水
槽
を
狭
し
と
泳
ぐ
金
魚
は
同
じ

こ
と
お
ば
く
り
か
え
し
居
る

棚

野

谷

新

太

郎

街
の
子
が
忘
れ
て
帰
り
た
る
金
魚

川
に
放
て
ば
よ
ろ
よ
ろ
と
泳
ぐ

中

山

山

下

房

雄

涼
を
呼
ぶ
金
魚
屋
さ
ん
に
群
り
て

短
か
き
夜
も
更
け
て
ゆ
く
な
り

今

山

立

石

進

打
ち
上
げ
る
花
火
に
お
び
え
児
の

手
よ
り
離
れ
し
金
魚
土
に
ま
ぶ
る

る

中

山

倉

越

ヒ

サ

水
槽
に
孤
独
と
な
り
し
金
魚
あ
り

指
を
浸
せ
ば
口
づ
け
て
く
る

坂

本

仙

才

清

末
の
娘
が
残
せ
し
金
魚
友
と
な
り

語
り
か
け
つ
つ
夫
帰
り
待
つ

横
瀬
桜
木
千
代
子

水
槽
に
残
り
し
金
魚
明
日
の
夜
は

何
処
の
露
庖
に
子
等
待
つ
ら
む
や

横

瀬

日

下

克

子

何
百
億
の
不
正
の
ニ
ュ
ー
ス
聞
き

乍
ら
一
つ
四
十
銭
の
内
職
に
励
む

横
瀬
中
田
ヤ
ス
ヱ

幾
年
も
手
馴
れ
し
内
職
手
違
い
の

あ
り
て
老
知
る
殊
に
寂
し
き

棚

野

田

中

茂

子

夏
祭
り
め
い
め
い
金
魚
ぶ
ら
下
げ

て
揚
る
花
火
を
振
り
返
り
つ
つ

棚

野

幸

山

美

好

阿
波
っ
こ
の
踊
り
も
消
え
て
行
く

夏
の
夕
陽
追
う
が
に
秋
あ
か
ね
と

ぶ

中

山

栗

城

絹

や
や
遠
き
耳
に
も
入
り
し
虫
の
声

残
暑
の
中
に
も
秋
立
ち
し
夜

掛

谷

斎

藤

重

子

老
眼
鏡
か
け
て
確
か
む
水
か
げ
ん

二
合
米
炊
く
妻
の
背
の
丸
き

坂

本

新

居

普

峡
底
の
流
れ
に
差
せ
る
朝
日
か
げ

樹
聞
を
わ
た
り
吾
に
つ
き
く
る

横

瀬

比

留

間

一

悔
恨
は
意
識
の
中
に
埋
め
つ
つ
憤

慨
に
堪
え
「
君
の
名
」
を
見
る

横

瀬

谷

翠

山

泡
立
て
る
水
槽
の
底
に
目
光
ら
す

金
魚
よ
パ
プ
ル
如
何
に
見
居
る
や

横

瀬

広

瀬

清

雑
草
の
茂
れ
る
ま
ま
に
休
み
田
は

追
い
詰
め
ら
れ
し
腫
群
れ
い
る

横

瀬

稼

勢

広

夫

研
修
室
(
旧
図
書
室
)

短
歌
学
級
�
 1
月
�
 日
制

午
後
1
時

M

J

③:ゐ沼芸術祭伽募集 3

平成 4年芸術祭(1月 18日仕)・� 19日(日))の作品を次の要領で募集し ます。

0搬入締切� 盆栽 ・その他の芸術作品� 

1月16日(木) 午後� 4時ま で 0搬入先 住民福祉セ ンタ ー

0作品の種別
※ 5半しく は， 広報 |月 号でご案� 

写真 ・書道・ 墨絵 ・絵画・手芸・
内します。� 

魚拓 ・生花 ・俳句・短歌・川柳・

習
字
学
級

ロ
月
日
日
倒

ロ
月
訂
日
制

午
後
7
時
�
 午
後
9
時

住
居
福
祉
セ
ン
タ
ー

書簡
 

j

畢

喜
子
級

研
修
室
(
旧
図
書
室
)

ロ
月
�
 7日
同

ロ
月
臼
日

ω

時
間

午
後
�
 
7
時
泊
分
�
 午
後

j

9
時
加
分

場
所

住
民
福
祉
セ
ン
タ
ー

題

「
光
り
」

出
詠
締
切
日

ロ
月
初
日
倒ハワ修


L

見
つ
む
れ
ば
何
思
い
し
ゃ
金
魚
の

て
き
ぱ
き
と
鰹
を
さ
ば
き
ゆ
く
嫁

r

ロ
月
心
配
ご
と
相
談

と
な
り
い
て
娘
も
揮
系
に
な
じ
む

出
訟
は
包
月
五
日
ま
で
に
三
句
ハ
ガ
キ
で

横
瀬
広
安
美
枝
子

ロ
月

6
日
掛
・
ロ
月
日
日
働

無
理
矢
理
に
出
さ
れ
て
唄
う
カ
ラ

オ
ケ
の
下
手
な
吾
に
も
拍
手
湧
き

午
前
叩
時

1
午
後
3
時

た

り

立

川

堀

梅

子

内

容

人

権

・

行

政

・

厚

生

・

福

祉

聞
き
と
れ
ぬ
ま
ま
答
う
れ
ば
可
笑

場

所

住

民

福

祉

セ

ン
タ
ー
�
 2階

し
と
も
や
が
て
は
哀
し
難
聴
我
は

(
平
日
で
も
受
付
し
て
お
り
ま
す
の
で
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
)

棚

野

殿

川

早

苗

日

時

真
っ
正
面
に
わ
れ
を
見
て
ゐ

棚
野

島

っ

と

む

雨
上
り
風
鈴
の
音
に
誘
わ
れ
て
鉢

の
金
魚
の
は
ね
る
す
ず
し
さ

横
瀬
平
山
美
千
江

涼
を
呼
ぶ
孫
の
す
く
い
し
金
魚
は

水
槽
の
中
に
二
年
目
の
夏

棚
野
広
松
ハ
ル
ノ

送
り
先
勝
浦
町
三
渓
宮
市
勢
広
夫
さ
ん

ま
で
町
内
在
住
の
方
に
限
り
ぎ
す
。

次
回
は
川
柳
そ
の
次
は
俳
句
と
受
代
に
の

せ
ま
す
。
ふ
る
っ
て
ご
投
句
く
だ
さ
い
。

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
社会総合大学
学習日のお知らせ
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たきぐちあいかちゃん (姉)

にちカ、ちゃん (妹)

今月の健康行事(不明な点は環境衛生課保健婦におたずねください)

¥-

¥ー' 

二
五

一一
 

唱。<><><><><><><> <><X><>~ 

庁
振
動
障
害
健
康
診
断
の

と
り
ま
と
め
に
つ
い
ズ

ン
ソ 振

動
工
具
〔
さ
く
岩
機
、
チ
ェ

l
、
刈
払
機
(
草
刈
機
)
〕
な

ど
を
使
用
す
る
こ
と
に
よ
り
お
こ

る
障
害
の
早
期
発
見
の
た
め
に
行

う
健
康
診
断
で
す
。

健
康
診
断
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

十
二
月
四
日
制
ま
で
に
役
場
、
環

境
衛
生
課
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。
(
宮
二 

)

健
康
診
断
時
期
の
予
定
は
左
記

l

の
と
お
り
で
す
。
申
し
込
み
を
さ

れ
た
方
に
つ
い
て
は
、
詳
細
が
決

ま
り
次
第
に
通
知
を
い
た
し
ま
す
。

日 曜 内 官nモ唱 対象 者 受付時間 場 所 持参するものなど

4 水� 
百日咳，ジフテリア，破傷風� 

=種混合予防接種

2 ~4 歳未満 
1期...1か月毎に� 3回

2 期 ・・ l 期終了後12~18 
か月後に� 1回接種� 

13: 30~14 : 30 
農村環境
改善センター

問診票，� 
母子手帳

5 木 健 康 相 談 般 の 方� 10:00~1l :00 掛谷集会所 健康手帳� 

5 木 健 康 相 談 般 の 方� 13: 30~15: 00 企~lμ1ノLヘ、ムE 主4主 健康手帳� 

6 金 事l児健康診査�  
H2.ロ.1~H3.3.31 

までに生ま れた子� 
13: 30~14: 30 勝浦病院 母子手帳

11 水 インフルエンザ予防接種(2回目) 満� 3 歳以上�  13:30~14: 30 生名集会所� 

11 水 インフルエンザ予防接種(2回目) 満� 3 歳 以 上� 15:00~16:00 
住民福祉
センター�  

12 木 インフルエンザ予防接種(2回目) 満� 3 歳以上�  13: 30~14: 30 農村環境
改善センター� 

13 金� 3 歳児健 康 診 査 �  
S臼.5.1~S臼.10.31 

までに生まれた子
13: 30~14: 30 

農村環境
改善セソター

母子手帳，
質問票� 

16 月 健 康 相 談 一 般 の 方� 9 :30~ 1l :00 坂本集会所 健康手帳� 

16 月 健 康 相 談 般 の 方� 1O :00~ 1l :30 勝浦会館 健康手帳� 

16 月 健 康 相 談 般 の 方� 13:30~ 15:00 横瀬集会所 健康手帳� 

19 木 健 康 相 談 般 の 方� 9 :30~1l :00 生名集会所 健康手帳� 

19 木 健 康 相 談 般 の 方� 13:30~15:00 棚野集会所 健康手帳� 

20金 事l児健 康 診 査 �  
H3. 8.1 ~H3 .10.31 

までに生まれた子� 
13: 30~14: 30 勝浦病院 母子手帳

※イ ンフノレエンザ予防接種料金� 満 3 歳~5 歳 300円 6 ~12歳 400円 13歳以上...500円

健康診断

予定時期
平成 4 年 1 月 ~ 2 月 までの間

健康診断

実施機関
小松島保健所

対 象者 振動工具を使用する方

料 金� 2，000円

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
みんなの健康
今月の健康行事
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カ
ゼ
の
興
行
期
と
な
り
ま
し
た
。

次
の
こ
と
が
ら
に
注
意
し
、
予
防

し
ま
し
ょ
う
。

一
、
部
屋
は
よ
く
暖
め
、
ま
た
、

換
気
に
も
心
が
け
る
。(
カ
ゼ
の

ウ
イ
ル
ス
は
、
二
十
度
以
上
の

視
度
に
弱
い
。
)

二
、
寒
さ
に
強
く
な
る
。
(
乾
布
摩

擦
、
厚
着
を
し
な
い
よ
う
に
し
、

自
律
神
経
を
鍛
え
る
。
)

三
、
加
湿
器
な
ど
で
乾
燥
を
防
ご

ぅ
。
(
カ
ゼ
の
ウ
イ
ル
ス
は
湿
度

に
弱
い
の
で
、
部
屋
を
閉
め
き

ら
ず
適
当
な
加
湿
を
す
る
。)

四
、
せ
き
を
し
て
い
る
人
を
避
け

ょう。

<><><><> 

ー¥

カゼにかからない
ようにするための

ホ� 7 か条。

。へ〉66当tJ{ 陪ヲ
逗 子 ミ 当 守ーィ~~ (1 

4義

川
副

(
例
)

シ
ョ
ウ
ガ
湯

シ
ョ
ウ
ガ
に
は
独
特
な
辛
さ
が

あ
り
ま
す
。
辛
み
の
成
分
に
は
胃

液
の
分
泌
を
促
進
さ
せ
、
消
化
吸

力

民ゼ

間� F-
療マ
 
j去

水
分
補
給
も
大
切
で
す
。
)

の
活
動
を
活
発
に
す
る
た
め
の

五
、
人
混
み
で
は
マ
ス
ク
を
し
よ

。
ノ

六
、
外
出
し
た
時
は
手
洗
い
、
う

が
い
を
必
ず
し
よ
う
。

七
、
水
分
を
よ
く
と
る
。
(
栄
養
、

休
養
と
と
も
に
、
気
管
支
粘
膜

R

収
を
助
け
る
作
用
も
あ
る
た
め
、

ひ
き
始
め
に
は
解
熱
効
果
が
あ
り

ま
す
。
呼
吸
器
の
機
能
を
高
め
る

の
で
、
せ
き
を
一
鎮
め
た
り
、
ぬ
づ
ま

り
な
ど
に
効
く
と
も
い
わ
れ
ま
す
。

-
つ
く
り
方
・

シ
ョ
ウ
ガ
を
小

一

片
す
り
お
ろ
し
、
茶
碗
に
入
れ

ま
す
。

ハ
チ
ミ
ツ
大
さ
じ

一
杯

を
加
え
、
熱
湯
を
注
ぎ
ま
す
。

熱
い
う
ち
に
飲
む
と
効
果
的
で

す。(
例
ニ
)

ネ
ギ
、
ニ
ン
ニ
ク
湯

ネ
ギ
、
玉
ネ
ギ
、
ニ
ン
ニ
ク
な

ど
に
含
ま
れ
て
い
る
硫
化
ア
リ
ル

に
は
、
強
精
作
用
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
硫
化
ア
リ
ル
と
は
特
有
な
匂

い
の
あ
る
刺
激
成
分
で
、
ビ
タ
ミ

ン
n
E
の
吸
収
を
高
め
る
働
き
が
あ

り
ま
す
。
ビ
タ
ミ
ン 

は
、
糖
質

か
ら
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
と
り
出
さ
れ

る
と
き
の
代
謝
過
程
で
、
重
要
な

働
き
を
し
て
い
る
栄
養
素
で
す
。

ビ
タ
ミ
ン
乱
が
不
足
す
る
と
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
代
謝
が
十
令
μ

進
ま
ず
疲

れ
や
す
く
な
り
ま
す
。
ネ
ギ
や
ニ

ン
ニ
ク
な
ど
の
臭
み
の
あ
る
野
菜

は
、
こ
の
ビ
タ
ミ
ン
乱
の
吸
収
を

高
め
て
、
疲
れ
に
く
く
し
た
り
、

疲
労
回
復
を
早
め
た
り
す
る
働
き

nm

症
状
に
似
て
い
ま
す
。

と
く
に
二
週
間
以
上
た

っ
て
も

咳
が
治
ら
な
い
場
合
は
、
必
ず
医

師
の
診
察
を
受
け
ま
し
ょ
、
っ
。

肺
結
核
の
症
状
は
カ
ゼ
ひ
き
の

企土� 
6悶

口核
メ
モ

が
あ
り
ま
す
。

-
つ
く
り
方

・
ネ
ギ
を
七 

く
ら

い
み
じ
ん
切
り
に
し
、
ニ
ン
ニ

ク
小

一
片
を
す
り
お
ろ
し
ま
す
。

胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診
の

結

果

に

つ

い

て

十
月
十
六
日
、
十
七
日
に
実
施

し
ま
し
た
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診

の
結
果
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

受
診
者
百
六
十
=
一
名
で
、
三
名


の
要
精
密
者
が
あ
り
ま
し
た
。


そ
の
方
た
ち
に
は
す
で
に
通
知

し
ま
し
た
が
、
そ
れ
以
外
の
百
六

十
名
の
方
に
つ
い
て
は
異
常
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
の
で
、
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

m

康
管
理
に
つ
と
め
ま
し
ょ
う
。

結
核
に
か
か
ら
な
い
よ
う
に

す
る
た
め
の
日
常
生
活

0

規
則
正
し
い
食
生
活
と
、
バ
ラ

ン
ス
の
と
れ
た
食
事
に
心
が
け

マ令。

。
睡
眠
は
し

っ
か
り
と
る
。
 

皮
腐
を
き
た
え
る
。


0

外
出
か
ら
帰
っ
た
ら
、
う
が
い
、


手
洗
い
を
必
ず
す
る
。


※

年

に

一
度
は
検
診
を
受
け
健

o
茶
碗
に
、
ネ
ギ
と
ニ
ソ
ニ
ク
を

入
れ
て
、
ミ
ソ
か
し
よ
う
ゆ
で

味
付
け
を
し
て
熱
湯
を
そ
そ
ぎ

熱
い
う
ち
に
飲
み
ま
す
。

戸¥

<><><><><><><><><><><><><><><><><><><><><> 

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
保健婦だより
カゼにかからないようにするための７か条



。第258号	 カミ Jコ つ ら 平成� 3年12月1日 4)

-R



事i
太空
時官事李

匿藤
野	 岡江

戸
籍
の
窓

-v

也	 (敬称略) 

i
竹
月
刊
日

刊
月
間
日 

ご
結
婚
お
め
で
と
う

勝
浦
会
館
十
二
月
行
事

2
日

制

緩

教

室

3
日

ω
着
付
教
室 

4
日
制
踊
り
教
室

5
日
制
手
芸
教
室

5
目
的
生
花
教
室

6
日
制
摺
字
教
室

9
臼

制

緩

教

室

日
日
制
踊
り
教
室

ロ
日
制
拝
芸
教
室

時

日

制

緩

教

室

げ
日 

ω
着
付
教
室

四
日
制
踊
り
教
室

四
日
肘
手
芸
教
室

初
日
倒
習
字
教
室

却
日
制
生
花
教
室

幻
日
制
生
花
教
室

各
講
座
と
も
午
後
八
時
か
ら
開

松
並

講
し
ま
す
。
(
手
芸
教
室
は
七
時
三

十
分
か
ら
、
習
字
教
室
は
七
時
開

講
)
時
間
に
遅
れ
な
い
よ
う
ご
参

加
く
だ
さ
い
。 

12月の土曜閉庁日は，次のとおりです。� 

";~12 月 14 日(第 2 土曜日) 

-112珂28日(第4土曜日)

町
役
場
業
務
の

ご

案

内

急
ぐ
用
件
・

山手
続
き
は
早
目
に
か
一

年
末
年
始
の
役
場
の
事
務
は
、

十
二
月
二
十
八
日
か
ら
来
年
の
一

月
三
日
ま
で
休
み
ま
す
。

こ
の
休
み
期
間
中
は
、
当
直
者

が
死
亡
届
、
出
生
届
、
婚
姻
届
等

は
受
け
付
け
い
た
し
ま
す
が
、
印

鑑
証
明
書
や
戸
籍
の
写
し
の
寄

な
ど
は
取
り
扱
い
を
い
た
し
ま
せ

ん
。あ

わ
た
だ
し
い
年
の
瀬
の
仕
事

ゃ
、
お
正
月
の
準
備
な
ど
で
つ
い

大
事
な
書
類
、
届
出
、
登
録
も
忘

ゆム蔀⑭忍司自

平成4年勝浦町成人式を� 1月� 2日(木)午前� 

9時から勝浦町福祉センターホールで、行い

ます。成人となられた方はぜひご出席くだ

さし、。� 

0該当者

昭和46年� 4月2日から昭和47年� 4月� 1日

までに生まれた方。� 

お
誕
生
お
め
で
と
う

呂

木

TZ

J

陽
地
博
己 

長
男

民

国

百

合

子

」

優
長
女

祥
敬
/
長
男

千

秋

¥

龍

J J

槻
野
内
谷
哲
郎

大牢字

仮

家

明

美

」

明

音

大
{
子
生
石
田
中

宇
中
道 

美

佐

¥

直

美

善
和 

二
女

れ
が
ち
に
な
り
ま
す
。
急
ぐ
用
件
、

手
続
き
な
ど
は
早
め
に
済
ま
せ
て

く
だ
さ
い
。

な
お
、
十
二
月
二
十
七
日
は
、

大
掃
除
な
ど
で
混
雑
が
予
想
さ
れ

ま
す
の
で
、
な
る
べ
く
二
十
六
日

ま
で
に
お
願
い
し
ま
す
。

主主� 田

茂
/
長
女

奈

津

¥

瞳

ニ直也

，思

大字
	  

=事
上
富

I=t 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

j
竹
月
日
日

叩
月
間
山
日 

良

一
さ
ん
(
横

名

(

横

瀬瀬

以
上
の
方
か
ら
善
意
銀
行
に
善

意
が
ょ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

。
¥一

。

¥一

(…
一絹和で…川

る方く12月10日現在〉ロ� 

※ 	 町教育委員会で把握している該当者に

は12月中旬までに通知いたします。� 

0問い合わせ 勝浦町教育委員会� 

(TE L 2ー� 25 1 5) 

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ




